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線
、
区
銭
'

m

高
等
裁
剣
所
の
終
審
に
附
せ
ら
る
。
最
後
に
控
訴
院
は
直

按
じ
第
一
位
俳
と
し
て
官
家
職
務
行
使
の
際
に
犯
せ
ふ
犯
罪

を
審
理
ず
。
一
第
一
一
一
節
一
万
老
院
へ
第
三
審
)

司
法
部
は
元
老
院
第
こ
部
を
構
成
せ
る
議
官
を
以
て
之

を
組
織
す
。
す
べ
て
任
期
三
年
に
じ
て
勅
選
せ
ら
る
。
部

長
は
一
一
宙
開
五
千
馬
議
官
以
二
高
馬
の
俸
給
b
c
受
〈
。
元
老

院
検
察
官
、
検
事
の
職
務
を
行
ふ
。

法
廷
は
之
を
二
部
仁
分
つ
を
得
可
し
、
議
官
五
人
を
以

て
審
理
す
。
但
し
そ
の
全
員
の
同
意
め
か
10
時
は
四
人
に
〈

可
な
ι
り
。
第
二
審
裁
剣
所
印
ら
控
訴
院
内
列
決
に
封
ず
る

上
舎
を
受
理
し
て
終
審
の
裁
列
を
行
ふ
。

(
の
・
り

m
g
o
gげ
u
h
ー
ロ
向
印
H
H
K
a
n
o口
出
に
け
口
広
O
ロ
ω
2
3勺
な
コ

ロ巾的一品別に

Z'

。-H吋吋色。吋一
E
g
h
町山口

U
ロ
仏
に
擦
る
。
)

四
九2
し、

~:、

新

著

批

評

支
皐
博
士
箕
作
一
万
八
応
募
一

西
洋
史
講
話

従
来
邦
交
の
西
洋
史
の
る
に
3
れ
し
d
u
の
少
が
ら

S
b

し
が
、
今
回
開
成
館
ょ
ん
務
行
3
れ
な
る
、
箕
作
教
授
の

寸
西
洋
史
講
話
し
(
定
償
金
五
回
)
は
貨
に
乙
れ
ら
の
翠
絡
の

う
も
仁
ゐ
F

り
て
一
頭
地
を
抜
け

6
0
去
の
古
波
斯
凶
以
往

の
国
間
史
を
叙
す
る
に
、
本
女
千
三
百
頁
の
う
も
、
僅
か
に
三

十
二
頁
郎
も
約
四
十
分
の
一
の
頁
を
充
て
社
る
は
腕
わ
物

足
ら
ぬ
忠
一
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
ぞ
れ
却
て
著
者
の
用
意
の

周
到
な
る
を
一
訴
す
が
も
の
に
し
て
}
上
古
史
よ
2
9
は
中
古
史

を
中
古
史
よ

b
は
近
古
史
を
近
古
史
ょ
ん
ノ
は
最
近
史
を
詳

述
し
、
賛
に
一
八
一
五
年
以
来
内
最
近
史
に
殆
ん
ど
会
書

の
一
宇
を
充
て
。
殊
仁
一
八
七
一
年
以
後
の
現
世
史
に
就

て
細
叙
し
あ
F

り
つ
故
に
と
の
笠
間
を
糠
〈
唱
の
は
世
界
の
現

統
含
了
解
す
る
に
於
て
蚕
も
遺
憾
な
が
る
可
し
。
西
洋
史

の
全
局
面
+
ど
れ
か
て
、
西
洋
女
明
義
生
時
代
、
東
西
衝
突
時

代
i

東
西
女
化
融
合
時
代
、
西
欽
混
乱
一
時
代
、
政
教
大
統
一
を
評
し
て
は
印
も
日
く

一
理
想
時
代
、
岡
家
主
義
務
生
時
代
、
西
側
封
抗
時
代
、
、
白
誌
研
は
そ
の
渦
中
記
事
り
な
が
b
乙
れ
を
列
附
加
す
る
?
ど
は
頗
る
困
難
で

西
倒
強
勢
時
代
i

俄
閥
強
大
時
代
、
様
力
卒
術
主
義
流
行
'
高
る
そ
著
者
一
時
俊
民
と
れ
を
一
掩
索
時
代
之
名
け
る
の
で
も
り
る
、
今
各
女

時
特
大
草
命
時
代
、
部
判
官
一
期
主
竣
衝
突
時
代
、
自
由
一
統
二
国
民
の
締
結
過
敏
の
態
度
目
ま
ず
く
昂
進
L
、
蓄
の
思
潮
が
錯
雑

一
混
乱
L
・
て
、
そ
の
開
花
一
訪
和
あ
一
得
b
れ
な
い
‘
人
心
は
概
L
て
従
来
有
つ

主
義
貸
現
時
代
、
世
界
政
局
革
新
時
代
の
十
悶
期
ー
し
な
せ
一
柁
所
の
主
義
朗
増
設
慣
例
の
何
れ
に
泊
。
十
分
満
足
L
な
い
で
、
新
忙
何
者
を

る
が
ー
そ
の
時
代
の
命
名
能
く
要
領
を
得
、
之
含
週
一
演
す
一
恥
得
ょ
う
と
L
て
問
中
陀
一
捜
索
L
つ
h

渇
る
で
き
り
之
て
政
治
科
準
装

る
の
み
'
に
て
既
に
、
人
た
し
て
世
界
史
大
勢
推
移
の
情
態
・
一
術
仰
れ
の
方
面

k
e
一
世
を
風
燦
ず
…
吋
き
卓
設
や
天
下
の
師
表
と
な
る
一
可

を
眼
前
に
労
探
せ
し
め
ポ
ノ
ん
ば
あ
ら
ヂ
。
査
し
i

馨
著
の
一
挙
偉
人
が
綴
れ
日
な
い
で
‘
衆
論
一
紛
・
々
、
群
雄
割
擦
が
今
の
大
勢
で
奇
心
。

…

但

L
成
方
面
に
は
前
期
の
現
樹
貫
主
義
に
桶
ず
る
反
動
と
L
て
‘
跡
調
新
溜
、

感
識
を
以
て
し
て
、
ー
乍
の
息
苦
を
積
み
て
幾
度
か
稿
を
一

J

』

-

一

想

主

義

が

勃

興

L
つ
h
B
る
と
之
は
確
か
に
認
め
b
れ
る
の
で
渇
る
、
か

百
九
め
大
ナ
心
オ
も
の
な
れ
ば
、
尋
常
書
物
製
治
家
の
作
物
と
そ
…
や
う
に
現
代
の
人
は
迷
惑
煩
悶
し
つ
h

あ
る
が
要
す
る
に
と
れ
は
一
昨
曾
が

の
選
を
異
に
す
る
唱
の
あ
る
は
図
よ
ー
ヱ
一
一
口
を
俊
、
芸
る
所
、
最
後
に
大
い
に
境
協
進
歩
す
る
の
準
備
時
期
で
は
忘
る
ま
い
を
葉
は

に
し
て
、
著
者
宅
序
交
に
於
て
寸
乙
れ
安
に
数
年
に
亙
れ

M
?な
の
で
也
容
る

る
呉
面
白
の
努
力
の
結
果
に
し
て
、
余
の
専
問
研
究
の
未
と
。
と
れ
現
代
人
の
反
覆
玩
味
す
可
を
の
評
論
文
I

り
。
著

だ
世
に
恐
に
せ
ぎ
る
¥
も
の
h

一
部
を
毛
合
め
る
唱
の
な
者
は
叉
グ
ロ
ム
ウ
ヱ
ル
の
人
物
に
就
て
兎
角
の
評
論
あ
る

れ
ば
、
本
書
に
封
ず
る
責
任
は
余
の
敢
て
鮮
ず
る
所
に
あ
乙
と
を
述
べ
て
籾
て
臼
〈
、

ち
念
る
な
A

ツ
」
と
一
五
へ
ん
/
O

本
書
に
封
し
て
襟
を
正
し
ヲ
と
の
人
は
卒
し
て
英
雄
入
車
?
底
の
俄
信
者
で
は
な
に
純
潔
熱
誠

な
ぜ
ウ
1
リ
h
m
v

で
事
っ
て
、
そ
の
信
、
ず
る
所
代
従
っ
て
‘
宗
殺
の
鈴
に

せ
し
む
る
唱
の
は
変
に
著
者
の
乙
の
精
紳
な
t

り。

政
治
の
然
記
義
体
L
K
人
で
る
る
t
断
言
す
る
に
間
同
時
せ
胞
の
で
忘
る
。

著
者
は
叉
史
資
の
聯
絡

ι時
代
の
精
油
仰
と
を
問
明
す
る
郎
ち
ク
ロ
V
-
ヱ
ル
は
そ
の
奉
ず
る
主
義
に
殉
ず
る
犬
山
党
情
で
遇
、
進
ず
る

に
カ
を
用
ゐ
、
鹿
々
に
史
論
を
挑
め
る
が
、
現
今
の
思
潮
奨
情
銀
行
の
人
で
事
っ
た
の
で
i

纏
綿
ず
る
四
閣
の
時
m
授の

mmR
騎・底

新

ト

箸

批

評

-

1.29 

四
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iao 

日
一
一
時
崩
事
命
鵡
事

'
一
の
勢
で
い
諮
問
忙
甚
L
い
践
慨
を
施
し
た
告
の
で
あ
る

と
、
資
に
人
の
肺
附
に
入
・

6
得
可
を
同
情
あ
る
論
断
な
よ
リ

挿
識
と
一
五
ぴ
、
i

綿
闘
と
一
五
び
、
系
図
と
一
五
ぴ
、
索
引
一
と

云

ぴ

、

一

と

し

て

本

書

の

僚

値

を

高

め

侠

利

を

増

3
一一含る

は
な
く
、
行
実
る
す
べ
て
山
一
一
口
実
一
致
髄
を
用
ゐ
あ

b
て

極

め
て
遊
説
に
趨
せ
よ
引
o
余

は

邦

夫

の

西

洋

史

と

し

て

進

ん

で

議

者

に

レ

コ

ム

メ

ν
ド

し

得

可

き

好

著

述

を

得

北

る

を

喜
ん
か
郊
の
な

-bo
用
紙
装
釘
叉
佳
、
但
し
指
令
快
眠
拠
然
食
れ

一
ば
寧
ろ
之
を
二
冊
と
な
す
を
以
て
便
利
な
よ
リ
と
す
る
の
護

者

唱

あ

ら

ん

。

余

は

と

の

種

の

著

述

に

於

て

数

ば

闘

有

名

詞

の

讃

方

の

杜

撰

な

る

を

接

見

す

る

の

常

な

る

が

、

本

書

は
乙
の
欧
州
仁
於
て
殆
ど
欠
紡
な
し
。
尤
活
鎖
絢
の
事
費
一
に

於
て
は
訂
正
を
要
す
る
刃
も
の
な
き
に
あ
ら
歩
、
一

O
一一一一一

，
頁
仁
千
九
百
年
の
英
図
総
選
邸
中
後
の
と
と
を
訴
し
て
つ
リ
ノ

ー

ル

え

パ

り

}

は

外

務

大

臣

の

径

を

バ

ル

フ

ォ

ア

仁

議

一

人
J
L

一
五
々
あ
れ
ど
バ
ル
ブ
オ
ア
の
一
プ
シ
ズ
タ
ウ
シ
の
誤
な

る
乙
!
と
一
五
ふ
迄
唱
な
し
。
叉
一

O
八

六

頁

よ
F

り
八
必
頁
に

・捗

b
て
、
，
那
威
樹
立
の
乙
之
を
叙
し
、
一
九

O
六

年

仁

端

血
紅
那
威
の
制
御
立
注
承
認
せ
る
が
如
く
詑
す
れ
古
乙
綜
五

‘
 

-
h
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…
的
と
動
的
ど
事
。
‘
保
険
曾
枇
の
積
立
金
郵
便
貯
金
等
長
期
事
業
民
放
下

せ
ち
る
〉
告
の
は
前
者
民
的
L
各
銀
行
忙
於
て
割
引
北
側
矯
替
柑
存
続
期
事
業

.
り
札
放
資
せ

b
る

h
gの
は
後
者
に
腐
す
、
我
関
郵
便
貯
金
um
は
戦
後
一
一
億

〕
一
一
四
一
午
潟
問
忙
法
L
た
れ
ど
基
諸
外
闘
の
そ
れ
と
兆
較
す
る
之
、
ぎ
は
殆
ど

一
音
ふ
に
足
与
ず
保
険
曾
駐
の
積
立
金
と
て
6
同
様
に
L
て
必
要
事
る
場
合

に
は
短
期
浮
動
資
金
を
補
ふ
べ
き
長
期
資
金
は
却
て
短
期
資
金

ν
助
け
h
D

る
h

の
安
妹
な
り
我
間
の
金
融
は
党
換
券
に
依
頼
す
る
乙
と
多
{
L
.て
金

融
の
中
心
筋
は
中
央
銀
行
に
渇
れ
ど
事
欧
米
諮
問
に
於
t
は
鴎
民
の
貯
蓄
一

多
(
零
伴
な
り
の
資
金
先
づ
下
級
銀
行
比
一
集
り
之
を
以
て
事
業
を
潜
む
を
以

て
金
融
の
中
心
蹴
は
下
級
銀
行
忙
事
り
、
パ
一
二
ノ
ク
起
る
8
忽
ち
平
総
u
p
k

掛町一
L
緩
に
過
ザ
ず
録
、
K
過
る
ζ

之
な
{
常
に
低
利
一
を
保
て
る
は
悶
際
問
問
柑

渇
ず
る
に

8
依
る
ペ

L
E雄
も
同
定
長
期
の
貯
蓄
の
多
き
と
々
其
の
根
本

に
は
あ
b
ぎ
る
か
。
然
b
ば
閥
定
貯
蓄
少
き
我
闘
に
一
於
て
目
下
金
利
の
低

務
せ
る
は
仰
に
原
因
す
る
お
日
{
λ
己

外

債
τ

一
募
集
の
結
果
非
永
久
的
一
な

る
資
金
が
用
途
h
u
{
L
て
或
部
分
に
停
滞
L
ハ
ニ
〉
貿
易
上
の
斡
入
超
過
少

(
従
て
外
岡
へ
の
文
梯
額
多
か
ち
が
る
上
に
外
資
の
験
入
車
n
y
ハ一一一〉加ふ

る
に
内
問
債
の
償
港
お
り
て
金
融
市
場
に
貨
幣
の
供
給
滋
多
と
な
り
た
る

住
よ
る
。
か
{
金
利
低
務
せ
る
比
6
係
ち
-
ず
事
業
起
h
J
ぎ
る
ほ
例
故
な
る

か
)
内
邸
け
仏
停
滞
せ
る
資
金
は
外
岡
よ
り
借
り
入
札
た
る
告
の
い
残
金
な

る
を
以
℃
海
外
に
於
げ
る
金
融
市
場
の
表
侃
に
よ
り
て
は
例
時
償
還
さ
る

h

や
n
w
計
り
雛
〈
之
を
一
長
期
の
貸
付
民
放
下
す
る
は
貝
取
M
W

危
険
な
る
の
み

な
b
、
ず
剰
へ
大
曾
枇
の
破
綻
唱
が
る
を
以
て
た
吾
銀
行
よ
り
見
れ
ば
政
府
必

織
の
取
扱
太
織
省
券
の
貸
附
惜
夜
を
郎
両
砂
}
一
割
以
上
の
利
訟
を
受
(
る

一
品
.
倒
的
朝
合
記
事

イ

m-九
凡

俗
・
・
の
諜
に

L
て
、
而
し
て
叉
「
那
威
は
丁
抹
玉
、
プ
レ
一
ア
リ

キ
八
世
の
第
二
子
カ
ロ

H
J
を

迎

ヘ

て

主

ihL北
」
・
と
あ
れ

ど

、

プ

レ

デ

リ

キ

八

世

の

尖

王

グ

リ

ス

チ

ア

ジ

九

世

帰

後

邸

位

せ

る

は

一

九

O
六

年

一

月

二

十

九

日

の

と

と

な

れ

ば

E
確
仁
云
へ
ば
、
A
1
の
丁
抹
王
プ
レ
ず
リ
キ
八
世
の
第
二

子
一
五
々
と
詑

3
u
w
b可
か

ら

歩

。

鎖

末

り

と

と

な

れ

と

思

ひ
寄
れ
る
一
億
附
i

託

す

。

(

問

中

率

一

郎

)

争

三
回
路
-4

舎

記

事

い
理
財
一
摩
舎
例
舎

十
月
八
日
一
樫
肘
間
中
曾
第
五
十
一
同
例
曾
を
問
書
館
磯
上
大
康
問
に
於
て
開

{
、
出
席
者
気
質
抑
制
切
雨
教
授
外
一
四
十
俗
名
、
午
後
七
時
よ
り
講
演
崎
明
暗

ず
。
法
m
学
博
士
小
林
丑
三
郎
氏
幹
事
の
紹
介
を
以
て
鹿
上
院
立
た
れ
金
融
土

a
'
z
 

例
目
別
肌

M
N
h
u
之
題
L
て
大
要
伝
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